
JP 5777584 B2 2015.9.9

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを伝送するためのバスと、
　複数色に対応する複数の画像形成ユニットを用いるカラー印刷動作及び黒色に対応する
前記画像形成ユニットのみを用いるモノクロ印刷動作を実行可能な画像形成手段と、
　原稿データがカラー画像データ及びモノクロ画像データを含む混在原稿である場合に前
記カラー印刷動作及び前記モノクロ印刷動作のいずれかを選択して前記画像形成手段に実
行させる制御部と、
　前記原稿データが前記混在原稿であって処理対象が前記モノクロ画像データである場合
に、前記モノクロ画像データの一部分に相当する予め定められた処理単位量分の複数色の
ダミー画像データを前記モノクロ画像データに付加したカラー画像データを前記バスに出
力する付加手段と、
　前記処理単位量以下のデータごとに画像処理を施して前記バスに出力する画像処理手段
と、
　前記バスから取得した前記画像処理後の前記カラー画像データに含まれる複数色の画像
データを前記複数色の画像データにそれぞれ対応して入力される同期信号に従って前記画
像形成手段に出力する出力手段と、
　前記モノクロ印刷動作が実行される場合に、前記複数色の画像データのうち黒色を除く
色の画像データを同時に出力させるための前記同期信号を前記出力手段に入力し、所定時
間経過後に前記複数色の画像データのうち黒色に対応する前記画像データを出力させるた
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めの前記同期信号を前記出力手段に入力する同期信号入力手段と、
　を備えてなる画像処理装置。
【請求項２】
　前記処理単位量が、１ライン、１バンド、又は１サブバンドである請求項１に記載の画
像処理装置。
【請求項３】
　前記画像処理手段が、前記バスから取得したカラー画像データに対して前記処理単位量
以下のデータごとに画像処理を施すものである請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記画像処理手段が、１バンドのデータごとに回転処理を施す回転処理手段を含んでな
り、
　前記ダミー画像データ各々についての前記回転処理手段による回転を無効にする回転無
効手段を更に備えてなる請求項１～３のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記バスに接続された記憶手段を更に備えてなり、
　前記付加手段が、前記カラー画像データを前記バスに出力して前記記憶手段に記憶させ
るものであり、
　前記画像処理手段が、前記バスを介して前記記憶手段から前記カラー画像データを取得
し、前記画像処理後の前記カラー画像データを前記バスに出力して前記記憶手段に記憶さ
せるものであり、
　前記出力手段が、前記バスを介して前記記憶手段から取得した前記複数色の画像データ
を前記バスから出力するものである請求項１～４のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項６】
　原稿から画像データを読み取る画像読取手段と、前記画像読取手段により読み取られた
画像データに画像処理を施して前記バスに出力する読取画像処理手段と、を更に備えてな
る請求項１～５のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記同期信号入力手段が、
　前記カラー印刷動作が実行される場合は、時間差を設けて前記複数色の画像データを出
力させるための前記同期信号を前記出力手段に入力するものであり、
　連続して前記カラー画像データが出力される場合に、前記複数色の画像データのうち黒
色の画像データと次の前記カラー画像データにおける前記複数色の画像データのうち黒色
を除く画像データとの出力タイミングが重なるように前記同期信号を出力するものである
請求項１～６のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記制御部が、印刷時間が短くなるように前記モノクロ印刷動作及び前記カラー印刷動
作のいずれかを選択する請求項１～７のいずれかに記載の画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー画像データ及びモノクロ画像データに各種の画像処理を施す画像処理
装置及び画像処理プログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　カラー印刷対応のプリンター及び複合機などの画像処理装置は、印刷処理対象である原
稿の画像データ（以下、「原稿データ」という）として入力されたモノクロ画像データ又
はカラー画像データに基づいて用紙にモノクロ画像又はカラー画像を印刷する。この種の
画像処理装置として、Ｃ（シアン）、Ｍ（マゼンダ）、Ｙ（イエロー）、Ｋ（ブラック）
の４色に対応する感光体ドラムが並設された所謂タンデム型の画像形成部を有する構成が
知られている（例えば特許文献１参照）。なお、ＣＭＹＫ各々に対応する前記感光体ドラ
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ムに形成された各種のトナー像は、中間転写ベルトに重ねて転写された後、その中間転写
ベルトから用紙に転写される。
【０００３】
　また、前記画像処理装置には、装置全体を統括的に制御するメイン制御部と画像形成部
の動作を制御するエンジン制御部とが設けられることがある。前記メイン制御部は、画像
データに回転処理、ハーフトーン処理、及びサイズカット処理などの各種の画像処理を施
す画像処理部を備えている。なお、前記メイン制御部はＳＤＲＡＭ等の記憶メモリーを作
業領域として利用する。
　一方、前記エンジン制御部は、原稿データがカラー画像データである場合にはＣＭＹＫ
各々の感光体ドラムを用いるカラー印刷動作を実行し、原稿データがモノクロ画像データ
である場合にはＫの感光体ドラムのみを用いるモノクロ印刷動作を実行する。具体的に、
前記モノクロ印刷動作時、前記エンジン制御部は、ＣＭＹ各々の感光体ドラムを中間転写
ベルトから離間させる。
【０００４】
　また、前記エンジン制御部は、原稿データがモノクロ画像データ及びカラー画像データ
が混在する混在原稿である場合、印刷時間が極力短くなるように前記モノクロ印刷動作及
び前記カラー印刷動作のいずれかを選択的に実行する。即ち、原稿データがモノクロ画像
データであっても、前記エンジン制御部によって前記カラー印刷動作が実行される場合が
ある。そのため、前記メイン制御部は、原稿データがモノクロ画像データである場合、モ
ノクロ画像データにＣＭＹのダミー画像データを付加したカラー画像データを生成する。
これにより、前記エンジン制御部に入力される画像データが常にカラー画像データとなる
ため、前記エンジン制御部ではモノクロ印刷動作及びカラー印刷動作のいずれかを任意に
実行することが可能である。
【０００５】
　ここに、図７は、原稿データがモノクロ画像データである場合の印刷動作を説明するた
めの図であって、図７（Ａ）は前記カラー印刷動作、図７（Ｂ）は前記モノクロ印刷動作
が実行される場合におけるカラー画像データの出力タイミングを示している。前記カラー
画像データは、前記メイン制御部によって生成され、前記メイン制御部のＳＤＲＡＭに記
憶されたものである。
　まず、図７（Ａ）に示すように、前記カラー印刷動作時、前記エンジン制御部は、ＣＭ
ＹＫの各色に対応する画像データをそれぞれに対応する感光体ドラムの配置間隔に応じて
所定のタイミングで順に前記メイン制御部のＳＤＲＡＭから読み出す。この場合は、原稿
データがカラー画像データである場合と同様の印刷時間を要する。
　一方、図７（Ｂ）に示すように、前記モノクロ印刷動作時、前記エンジン制御部は、Ｃ
ＭＹＫの各色に対応する画像データを同時に前記メイン制御部のＳＤＲＡＭから読み出す
。この場合、ＣＭＹＫ各々の画像データが同時に出力されるため、前記カラー印刷動作に
比べて短時間で印刷動作が実行される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－２８２０２７公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、図７（Ｂ）に示した前記モノクロ印刷動作ではＣＭＹＫ各々に対応する
画像データが前記メイン制御部のＳＤＲＡＭから同時に出力されるため、前記ＳＤＲＡＭ
との間でデータを伝送するためのバスの帯域が圧迫されるという問題が生じる。例えば、
前記バスの帯域不足によりバッファアンダーラン等のエラーが生じる。特に、印刷機能の
他に前記ＳＤＲＡＭを作業領域として使用するスキャナー機能やファクシミリ機能などを
有する複合機では、前記バスの帯域不足に起因して、複数の機能を同時に使用することが
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できないという問題が生じる。
　従って、本発明は前記事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、モ
ノクロ画像データをカラー画像データに変換して出力する際のバスの使用帯域を減少させ
ることのできる画像処理装置及び画像処理プログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するために本発明は、バス、付加手段、画像処理手段、及び出力手段を
備えてなる画像処理装置である。前記バスは、データを伝送するために用いられるもので
ある。前記付加手段は、処理対象の原稿データがモノクロ画像データである場合に、前記
モノクロ画像データの一部分に相当する予め定められた処理単位量分の複数色のダミー画
像データを前記モノクロ画像データに付加したカラー画像データを前記バスに出力するも
のである。前記画像処理手段は、前記処理単位量以下のデータごとに画像処理を施して前
記バスに出力するものである。前記出力手段は、前記バスから取得した前記画像処理後の
前記カラー画像データに含まれる複数色の画像データを前記複数色の画像データにそれぞ
れ対応して入力される同期信号に従って出力するものである。ここに、前記処理単位量は
、例えば１ライン、１バンド、又は１サブバンドである。前記画像処理手段は、例えば前
記バスから取得したカラー画像データに対して前記処理単位量以下のデータごとに画像処
理を施すものである。
　本発明によれば、前記ダミー画像データが前記モノクロ画像データの一部分に相当する
前記処理単位量分のみのデータであるため、前記モノクロ画像データを前記カラー画像デ
ータに変換して出力する際のバスの使用帯域を減少させることができる。即ち、本発明に
よれば、前記ダミー画像データが１ページ分に相当するデータである場合に比べて、処理
対象の原稿データが前記モノクロ画像データである場合における前記バスの使用帯域を減
少させることができる。
【０００９】
　ここで、前記画像処理装置は、処理対象の原稿データが予め設定された条件を満たす場
合に、少なくとも前記複数色のダミー画像データを同時に出力させるための前記同期信号
を前記出力手段に入力する同期信号入力手段を更に備えてなることが考えられる。このよ
うに前記複数色のダミー画像データが同時に出力される場合でも、本発明によれば、前記
ダミー画像データ各々が前記処理単位量分のみのデータであるため、前記バスの帯域を圧
迫する期間を短くすることができる。
　ところで、前記画像処理手段が、１バンドのデータごとに回転処理を施す回転処理手段
を含んでなる構成が考えられる。この場合、前記画像処理装置は、前記ダミー画像データ
各々についての前記回転処理手段による回転を無効にする回転無効手段を備えることが望
ましい。これにより、１バンドの前記ダミー画像データは回転処理の対象とならないため
、前記ダミー画像データの出力期間を一時期に集約することができる。
　本発明のより具体的な構成としては、前記バスに接続された記憶手段を更に備えてなる
ことが考えられる。この場合、前記付加手段は、前記カラー画像データを前記バスに出力
して前記記憶手段に記憶させるものである。また、前記画像処理手段は、前記バスを介し
て前記記憶手段から前記カラー画像データを取得し、前記画像処理後の前記カラー画像デ
ータを前記バスに出力して前記記憶手段に記憶させるものである。そして、前記出力手段
が、前記バスを介して前記記憶手段から取得した前記複数色の画像データを前記バスから
出力するものである。このように構成された前記画像処理装置では、処理対象の原稿デー
タが前記モノクロ画像データである場合に、前記バスに接続された前記記憶手段を共用す
ることが可能である。
　例えば、前記画像処理装置が、原稿から画像データを読み取る画像読取手段と、前記画
像読取手段により読み取られた画像データに画像処理を施して前記バスに出力する読取画
像処理手段と、を更に備えてなることが考えられる。この場合、処理対象の原稿データが
前記モノクロ画像データである場合に、並行して前記画像読取手段による画像データの読
み取りを実行することができる。
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　また、前記画像処理装置は、前記出力手段により出力された前記カラー画像データに基
づいて用紙に画像を形成する画像形成手段を更に備えてなることが考えられる。即ち、前
記画像処理装置は、プリンター、ファクシミリ装置、コピー機、複合機などの画像形成装
置であることが考えられる。
　ところで、本発明は、前記バス、前記画像処理手段、及び前記出力手段を備えてなる画
像処理装置に設けられたコンピューターを前記付加手段として機能させるための画像処理
プログラムとして捉えてもよい。即ち、前記コンピューターに、処理対象の原稿データが
モノクロ画像データである場合に、前記モノクロ画像データの一部分に相当する予め定め
られた前記処理単位量分の複数色のダミー画像データを前記モノクロ画像データに付加し
たカラー画像データを前記バスに出力する付加工程を実行させるための画像処理プログラ
ムとして捉えることができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、モノクロ画像データをカラー画像データに変換して出力する際のバス
の使用帯域を減少させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態に係る複合機の概略構成図。
【図２】本発明の実施の形態に係る複合機のシステム構成を示す要部ブロック図。
【図３】バンド及びサブバンドの概念を説明するための図。
【図４】本発明の実施の形態に係る複合機で実行される画像形成処理の手順の一例を説明
するためのフローチャート。
【図５】原稿データがモノクロ画像データである場合の印刷動作の一例を説明するための
図。
【図６】原稿データがモノクロ画像データである場合の印刷動作の他の例を説明するため
の図。
【図７】原稿データがモノクロ画像データである場合の印刷動作の従来例を説明するため
の図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下添付図面を参照しながら、本発明の実施の形態について説明し、本発明の理解に供
する。なお、以下の実施の形態は、本発明を具体化した一例であって、本発明の技術的範
囲を限定する性格のものではない。
【００１３】
　まず、図１を参照しつつ、本発明の実施の形態に係る複合機Ｘの概略構成について説明
する。なお、前記複合機Ｘは、本発明に係る画像処理装置の一例に過ぎず、本発明は、プ
リンター、ファクシミリ装置、スキャナー、及びコピー機などの画像処理装置にも適用可
能である。
　図１に示すように、前記複合機Ｘは、画像読取部１、ＡＤＦ２、画像形成部３、給紙カ
セット４、メイン制御部５、操作表示部６、及びエンジン制御部７などを備えた画像形成
装置である。前記操作表示部６は、前記制御部５からの制御指示に従って各種の情報を表
示し、前記制御部５に対する各種の操作入力に用いられるタッチパネルなどである。また
、前記複合機Ｘは、公衆回線、ＬＡＮ、インターネットなどの通信網を介してデータ通信
を実行する不図示の通信モデムなども有しており、前記メイン制御部５によって前記通信
モデムを用いたファクシミリ機能又はデータ通信機能が具現される。
【００１４】
　前記画像読取部１は、コンタクトガラス１１、読取ユニット１２、ミラー１３、１４、
光学レンズ１５、及びＣＣＤ（Charge　Coupled　Device）１６などを備えた画像読取手
段である。前記コンタクトガラス１１は、前記画像読取部１の上面に設けられており、前
記複合機Ｘの画像読取対象となる原稿が載置される透明な原稿台である。そして、前記画
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像読取部１は、前記制御部５によって制御されることにより、前記コンタクトガラス１１
上に載置された原稿から画像データを読み取る。
　前記読取ユニット１２は、ＬＥＤ光源１２１及びミラー１２２を備えており、ステッピ
ングモーター等の駆動モーターを用いた不図示の水平移動機構によって図１における左右
方向（副走査方向）へ移動可能に構成されている。そして、前記駆動モーターにより前記
読取ユニット１２が副走査方向に移動されると、前記ＬＥＤ光源１２１から前記コンタク
トガラス１１上に照射される光が副走査方向に走査される。
　前記ＬＥＤ光源１２１は、図１における奥行き方向（主走査方向）に沿って配列された
多数の白色ＬＥＤを備えており、前記コンタクトガラス１１上の読取位置１２Ａにある原
稿に向けて１ライン分の白色光を照射する。なお、前記読取位置１２Ａは、前記読取ユニ
ット１２の副走査方向への移動に伴って副走査方向に移動する。
　前記ミラー１２２は、前記ＬＥＤ光源１２１から前記読取位置１２Ａにある原稿に光を
照射したときの反射光を前記ミラー１３に向けて反射させる。そして、前記ミラー１２２
で反射した光は、前記ミラー１３、１４によって前記光学レンズ１５に導かれる。前記光
学レンズ１５は、入射した光を集光して前記ＣＣＤ１６に入射させる。
　前記ＣＣＤ１６は、受光した光をその光量に応じた電気信号（電圧）に変換し、画像デ
ータとして出力する光電変換素子である。具体的に、前記ＣＣＤ１６は、前記ＬＥＤ光源
１２１から光が照射されたときに前記原稿から反射した光に基づいて前記原稿の画像デー
タを読み取る。前記ＣＣＤ１６で読み取られた画像データは前記制御部５に入力される。
【００１５】
　前記ＡＤＦ２は、原稿セット部２１、複数の搬送ローラー２２、原稿押さえ２３、及び
排紙部２４などを備えた自動原稿送り装置である。前記ＡＤＦ２は、前記複合機Ｘの筐体
によって前記コンタクトガラス１１に対して開閉可能に支持されており、前記コンタクト
ガラス１１のカバーを兼ねている。
　前記ＡＤＦ２は、前記搬送ローラー２２各々を不図示のモーターで駆動させることによ
り、前記原稿セット部２１にセットされた原稿を前記コンタクトガラス１１上の読取位置
１２Ａを通過させて前記排紙部２４まで搬送させる。この際に、前記画像読取部１により
前記読取位置１２Ａを通過する原稿から画像データが読み取られる。
　前記原稿押さえ２３は、前記コンタクトガラス１１上の読取位置１２Ａの上方に原稿が
通過できる間隔を隔てた位置に設けられている。前記原稿押さえ２３は、主走査方向に長
尺状を成しており、その下面（コンタクトガラス１１側の面）には白色のシートが貼り付
けられている。前記複合機Ｘでは、前記白色のシートの画像データが白色基準データとし
て読み取られる。そして、前記白色基準データは、周知のシェーディング補正などで用い
られる。
【００１６】
　前記画像形成部３は、前記画像読取部１で読み取られた画像データ、又は外部のパーソ
ナルコンピューター等の情報処理装置から入力された画像データに基づいて用紙に画像を
形成する電子写真方式の画像形成手段である。
　具体的に、前記画像形成部３は、複数の画像形成ユニット３１～３４と、ＬＳＵ３５、
中間転写ベルト３６、二次転写ローラー３７、定着装置３８、及び排紙トレイ３９などを
備えている。なお、前記画像形成部３による印刷動作については後段で説明する。
　前記画像形成ユニット３１はＣ（シアン）、前記画像形成ユニット３２はＭ（マゼンダ
）、前記画像形成ユニット３３はＹ（イエロー）、前記画像形成ユニット３４はＫ（ブラ
ック）に対応する電子写真方式の画像形成ユニットである。前記画像形成ユニット３１～
３４各々は、感光体ドラム３１１、帯電装置３１２、現像装置３１３、一次転写ローラー
３１４、及びクリーニング装置３１５などを備えている。
　また、前記ＬＳＵ３５は、画像データに基づくレーザー光を前記感光体ドラム３１１各
々に照射することにより前記感光体ドラム３１１各々に画像データに基づく静電潜像を形
成するものである。前記中間転写ベルト３６は、前記感光体ドラム３１１各々に形成され
た各色のトナー像が中間転写される中間転写部材である。
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　さらに、前記画像形成部３は、複数の前記感光体ドラム３１１のうちＫを除くＣＭＹ各
々に対応する前記感光体ドラム３１１及び前記転写ローラー３１５を前記中間転写ベルト
３６に対して接触及び離間させる周知の離接機構（不図示）を備えている。前記離接機構
（不図示）は、例えばステッピングモーター等の駆動手段によって駆動され、前記駆動手
段は前記エンジン制御部７によって制御される。
【００１７】
＜システム構成＞
　続いて、図２のブロック図を参照しつつ、前記複合機Ｘのシステム構成について説明す
る。
　図２に示すように、前記メイン制御部５は、バス５０、ＣＰＵ５１、ＲＯＭ５２、ＲＡ
Ｍ５３、ＳＤＲＡＭ５４、メモリー制御部５５、スキャン処理部５６、回転処理部５７、
ハーフトーン処理部５８、サイズカット処理部５９、及びデータ出力処理部６０などを備
えている。前記バス５０は、前記ＣＰＵ５１、前記メモリー制御部５５、前記スキャン処
理部５６、前記回転処理部５７、前記ハーフトーン処理部５８、前記サイズカット処理部
５９、及び前記データ出力処理部６０と前記ＳＤＲＡＭ５４との間でデータを伝送するた
めに用いられる伝送経路である。
【００１８】
　前記ＣＰＵ５１は、前記ＲＯＭ５２に記憶された所定の制御プログラムを実行すること
により前記複合機Ｘを統括的に制御する。具体的に、前記ＲＯＭ５２には、前記ＣＰＵ５
１等のコンピューターに後述の画像形成処理（図３参照）を実行させるための画像処理プ
ログラムが予め記憶されている。また、前記ＲＡＭ５３は揮発性の記憶手段であって、前
記ＣＰＵ５１が実行する各種の処理の一時記憶手段として利用される。
　なお、前記画像処理プログラムは、ＣＤ、ＤＶＤ、半導体メモリー（フラッシュメモリ
ー）などのコンピューターが読み取り可能な記録媒体に記録されており、前記記録媒体か
ら前記複合機Ｘが備える不図示のハードディスク等の記憶手段にインストールされるもの
であってもよい。本発明は、前記画像処理プログラム、又は前記画像処理プログラムが記
録されたコンピューター読み取り可能な記録媒体として捉えることができる。
【００１９】
　前記ＳＤＲＡＭ５４は、前記バス５０に接続されたＤＤＲ－ＳＤＲＡＭ（Double-Data-
Rate Synchronous Dynamic Random Access Memory）などの揮発性の記憶手段であって、
前記メイン制御部５における各種データの一時記憶手段（作業領域）として利用される。
　前記メモリー制御部５５、前記スキャン処理部５６、前記回転処理部５７、前記ハーフ
トーン処理部５８、前記サイズカット処理部５９、及び前記データ出力処理部６０はＡＳ
ＩＣ等の集積回路である。なお、前記メモリー制御部５５、前記スキャン処理部５６、前
記回転処理部５７、前記ハーフトーン処理部５８、前記サイズカット処理部５９、及び前
記データ出力処理部６０がＣＰＵ等の演算手段の処理によって具現される一部の機能であ
ることも考えられる。
　前記メモリー制御部５５は、前記バス５０を介して行われる前記ＳＤＲＡＭ５４に対す
るデータの読み書きを制御するＤＭＡコントローラー等を有している。また、前記メモリ
ー制御部５５は、前記バス５０の使用について優先度制御処理及び排他制御処理なども実
行する。例えば、前記メモリー制御部５５では、前記回転処理部５７の優先度が他の前記
スキャン処理部５６、前記ハーフトーン処理部５８、前記サイズカット処理部５９、及び
前記データ出力処理部６０の優先度よりも低く設定されていることが考えられる。この場
合、前記メモリー制御部５５は、前記スキャン処理部５６、前記ハーフトーン処理部５８
、前記サイズカット処理部５９、及び前記データ出力処理部６０による前記バス５０の使
用を優先し、前記バス５０の使用帯域に余裕がある場合に前記回転処理部３７による前記
バス５０の使用を許可する。
　前記スキャン処理部５６は、前記画像読取部１で読み取られて前記ＣＣＤ１６から出力
される画像データを取得し、前記画像データにシェーディング補正及びガンマ補正などの
各種の画像処理を施す読取画像処理手段の一例である。前記スキャン処理部５６による画
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像処理後の画像データは前記ＳＤＲＡＭ５４に記憶される。
【００２０】
　前記回転処理部５７、前記ハーフトーン処理部５８、及び前記サイズカット処理部５９
各々は、予め定められた後述のダミー画像データのデータ量（処理単位量）以下のデータ
ごとに画像処理を施して前記バス５０に出力する画像処理手段の一例である。例えば、前
記回転処理部５７、前記ハーフトーン処理部５８、及び前記サイズカット処理部５９各々
は、前記ＳＤＲＡＭ５４に記憶されたカラー画像データに、後述のダミー画像データのデ
ータ量以下のデータごとに画像処理を施す。なお、本実施の形態において、単にカラー画
像データ又はモノクロ画像データと称する場合は１ページ分の画像データを示す。前記回
転処理部５７、前記ハーフトーン処理部５８、及び前記サイズカット処理部５９各々は、
前記バス５０を介して前記ＳＤＲＡＭ５４の予め定められた記憶領域を対象に画像データ
の書き込み及び読み出しを実行するＤＭＡＣ等を有している。以下で説明する前記回転処
理部５７、前記ハーフトーン処理部５８、及び前記サイズカット処理部５９各々による前
記ＳＤＲＡＭ５４に対する画像データの読み書きは前記ＤＭＡ等によって実行される。
【００２１】
　前記回転処理部５７は、１バンドのデータ（処理単位量以下のデータの一例）ごとに回
転処理を施す回転処理手段の一例である。具体的に、前記回転処理部５７は、前記ＣＰＵ
５１からの制御指示に従って、前記ＳＤＲＡＭ５４に記憶されたカラー画像データのうち
回転対象となるデータを前記バス５０から取得する。そして、前記回転処理部５７は、前
記取得したデータに対して前記データに対応する画像の向きを９０度又は－９０度回転さ
せる回転処理を施す。具体的に、前記回転処理部５７は、原稿データがモノクロ画像デー
タである場合にはＫのみの画像データに対して回転処理を施し、原稿データがカラー画像
データである場合にはＣＭＹＫの画像データ各々に対して回転処理を施す。その後、前記
回転処理部５７は、前記回転処理後のデータを前記バス５０に出力して前記ＳＤＲＡＭ５
４に記憶させる。なお、前記回転処理部５７が、前記データについてサブバンド単位又は
ライン単位で回転処理を施すことも他の実施形態として考えられる。
　ここに、図３は、画像データのバンド及びサブバンドの概念を説明するための図である
。図３に示すように、前記複合機Ｘにおいて、画像データは、副走査方向の予め定められ
た複数ラインごとの部分領域Ｂ１に相当するバンド、又は前記部分領域Ｂ１各々を主走査
方向に予め設定された範囲ごとに分割した部分領域Ｂ２に相当するサブバンドのいずれか
の単位で処理される。
【００２２】
　前記ハーフトーン処理部５８は、前記ＳＤＲＡＭ５４に記憶された前記回転処理後の前
記カラー画像データをバンド単位で前記バス５０から取得し、前記カラー画像データに対
してハーフトーン処理を施す。その後、前記ハーフトーン処理部５８は、前記ハーフトー
ン処理後の前記カラー画像データを前記バス５０に出力して前記ＳＤＲＡＭ５４に記憶さ
せる。なお、前記ハーフトーン処理部５８が、前記カラー画像データについてサブバンド
単位でハーフトーン処理を施すことも他の実施形態として考えられる。
　前記サイズカット処理部５９は、前記ＳＤＲＡＭ５４に記憶された前記ハーフトーン処
理後の前記カラー画像データをバンド単位で前記バス５０から取得し、前記カラー画像デ
ータに対して不要な画像データを削除するサイズカット処理を施す。その後、前記サイズ
カット処理部５９は、前記サイズカット処理後の前記カラー画像データを前記バス５０に
出力して前記ＳＤＲＡＭ５４に記憶させる。なお、前記サイズカット処理部５９が、前記
カラー画像データについてサブバンド単位又はライン単位でサイズカット処理を施すこと
も他の実施形態として考えられる。
【００２３】
　前記データ出力処理部６０は、前記エンジン制御部７に設けられた後述のビデオデータ
処理部７４に接続されている。そして、前記データ出力処理部６０は、前記ＳＤＲＡＭ５
４に記憶された前記サイズカット処理後の前記カラー画像データを前記バス５０から取得
し、前記ビデオデータ処理部７４から入力される垂直同期信号に従って前記ビデオデータ
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処理部７４に出力する。具体的に、前記データ出力処理部６０は、前記カラー画像データ
に含まれたＣＭＹＫ各々の画像データにそれぞれ対応して入力される垂直同期信号に従っ
て、そのＣＭＹＫ各々の画像データを１バンドごとに前記ＳＤＲＡＭ５４から前記バス５
０を介して読み出し、前記ビデオデータ処理部７４に出力する。なお、前記データ出力処
理部６０は、前記カラー画像データを主走査方向に沿って順に出力する。ここに、前記デ
ータ出力処理部６０が出力手段の一例である。
【００２４】
　一方、前記エンジン制御部７は、ＣＰＵ７１、ＲＯＭ７２、ＲＡＭ７３、及びビデオデ
ータ処理部７４などを備えている。前記ＣＰＵ７１は前記ＣＰＵ５１に接続されている。
また、前記ビデオデータ処理部７４は前記データ出力処理部６０に接続されている。
　前記ビデオデータ処理部７４は、前記データ出力処理部６０に対して前記垂直同期信号
各々を入力することにより、前記データ出力処理部６０から前記カラー画像データに含ま
れたＣＭＹＫ各々の画像データを取得する。そして、前記ビデオデータ処理部７４は、前
記データ出力処理部６０から入力されるＣＭＹＫ各々の画像データに基づいてＣＭＹＫ各
色のプリントデータを前記画像形成部３の前記ＬＳＵ３５各々に出力する。これにより、
前記ＬＳＵ３５各々では、前記プリントデータ各々に基づくレーザー光が前記画像形成部
３１～３４各々の前記感光体ドラム３１１に照射され、前記感光体ドラム３１１各々に前
記カラー画像データに対応する静電潜像が形成される。
【００２５】
　前記エンジン制御部７の前記ＣＰＵ７１は、前記ＲＯＭ７２に記憶された所定の制御プ
ログラムを実行することにより前記画像形成部３を制御して前記画像形成部３に画像形成
動作を実行させる。なお、前記ＲＡＭ７３は揮発性の記憶手段であって、前記ＣＰＵ７１
が実行する各種の処理の一時記憶手段として利用される。そして、前記ＣＰＵ７１は、前
記ＣＰＵ５１から印刷処理対象となる原稿の画像データ（以下、「原稿データ」という）
の内容を示す原稿情報を取得し、前記原稿情報に基づいてカラー印刷動作又はモノクロ印
刷動作を実行する。例えば、前記原稿データは、前記画像読取部１で読み取られた画像デ
ータ、外部のパーソナルコンピューター（情報処理装置）から入力される画像データ、及
び前記複合機Ｘに設けられたハードディスクなどのデータ記憶手段に予め記憶された画像
データなどである。また、前記原稿情報は、例えば前記原稿データに含まれたモノクロ画
像データのページ数及びカラー画像データのページ数を示すものである。
　そして、前記ＣＰＵ７１は、原稿データがカラー画像データである場合、前記画像形成
ユニット３１～３４を用いてカラー印刷動作を実行する。また、前記ＣＰＵ７１は、原稿
データがモノクロ画像データである場合、前記画像形成ユニット３４のみを用いてモノク
ロ印刷動作を実行する。さらに、前記ＣＰＵ７１は、原稿データがカラー画像データ及び
モノクロ画像データが混在する混在原稿である場合、前記カラー印刷動作及び前記モノク
ロ印刷動作のうち印刷時間が短くなる方を選択して実行する。即ち、前記ＣＰＵ７１は、
原稿データがモノクロ画像データあること、及び原稿データが前記混在原稿であって印刷
時間が前記モノクロ印刷動作の方が短くなるものであることのいずれかの予め設定された
条件を満たす場合に前記モノクロ印刷動作を実行する。
【００２６】
＜カラー印刷動作＞
　具体的に、前記カラー印刷動作では、前記ＣＰＵ７１により前記画像形成部３が制御さ
れ、以下の手順で印刷処理が実行される。このとき、前記ＣＰＵ７１は、前記画像形成ユ
ニット３１～３４の感光体ドラム３１１の配置間隔に対応する時間差を設けてＣＭＹＫ各
々に対応する前記垂直同期信号を前記データ出力処理部６０に対して入力する。これによ
り、前記データ出力処理部６０は、前記カラー画像データに含まれたＣＭＹＫ各々の画像
データに対応する前記垂直同期信号に従って、前記時間差を設けてＣＭＹＫ各々の画像デ
ータを前記ビデオデータ処理部７４に出力する。
　一方、前記画像形成部３では、前記画像形成ユニット３１～３４各々において前記帯電
装置３１２により前記感光体ドラム３１１が所定の電位に一様に帯電される。次に、前記
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ＬＳＵ３５により前記感光体ドラム３１１各々の表面に前記ビデオデータ処理部７４から
入力されるＣＭＹＫ各々のプリントデータに基づく光が照射される。これにより、前記感
光体ドラム３１１各々の表面に静電潜像が形成される。そして、前記感光体ドラム３１１
各々の静電潜像は前記現像装置３１３によって各色のトナー像として現像（可視像化）さ
れる。なお、前記現像装置３１３には、各色に対応する着脱可能なトナーコンテナ３１３
Ａからトナー（現像剤）が補給される。続いて、前記一次転写ローラー３１４により、図
示する矢印方向に走行する前記中間転写ベルト３６に、前記感光体ドラム３１１各々のト
ナー像が順に重ね合わせて転写されることにより前記中間転写ベルト３６にカラー像が形
成される。そして、前記中間転写ベルト３６上のカラー像は、前記給紙カセット４から供
給された用紙に前記二次転写ローラー３７により転写される。その後、前記定着装置３８
により用紙上に形成されたカラー像が溶融定着され、その用紙は前記排紙部３９に排出さ
れる。
【００２７】
＜モノクロ印刷動作＞
　また、前記モノクロ印刷動作では、前記ＣＰＵ７１により前記画像形成部３が制御され
、以下の手順で印刷処理が実行される。このとき、前記ＣＰＵ７１は、前記ビデオデータ
処理部７４を制御することにより、ＣＭＹ各々に対応する前記垂直同期信号を前記データ
出力処理部６０に対して同時に入力させ、所定時間経過後にＫに対応する前記垂直同期信
号を前記データ出力処理部６０に入力させる。このように、前記ＣＰＵ７１は、原稿デー
タが前記モノクロ印刷動作を実行するべきものである場合には、前記カラー画像データに
含まれるＣＭＹの画像データを同時に出力させるための前記垂直同期信号を前記データ出
力処理部６０に入力する。ここに、係る処理を実行するときの前記ＣＰＵ７１が同期信号
入力手段に相当する。これにより、前記データ出力処理部６０は、ＣＭＹＫ各々の画像デ
ータに対応する前記垂直同期信号に従って、ＣＭＹ各々の画像データを同時に前記ビデオ
データ処理部７４に出力し、所定時間経過後にＫの画像データを前記ビデオデータ処理部
７４に出力する。
　一方、前記ＣＰＵ７１は、前記画像形成部３の前記離接機構（不図示）を駆動させるこ
とによりＣＭＹに対応する前記画像形成ユニット３１～３３の前記感光体ドラム３１１及
び前記転写ローラー３１４を前記中間転写ベルト３６から離間させる。
　そして、前記画像形成部３では、残りの前記画像形成ユニット３４において前記帯電装
置３１２によって前記感光体ドラム３１１が所定の電位に一様に帯電される。次に、前記
ＬＳＵ３５により前記画像形成ユニット３４の前記感光体ドラム３１１の表面に画像デー
タに基づく光が照射される。これにより、前記感光体ドラム３１１の表面に静電潜像が形
成される。そして、前記画像形成ユニット３４の前記感光体ドラム３１１上の静電潜像は
前記現像装置３１３によってトナー像として現像（可視像化）される。続いて、前記一次
転写ローラー３１４により、図示する矢印方向に走行する前記中間転写ベルト３６に、前
記感光体ドラム３１１のトナー像が転写されることにより前記中間転写ベルト３６にブラ
ックのトナー像が形成される。そして、前記中間転写ベルト３６上のブラックのトナー像
は、前記給紙カセット４から供給された用紙に前記二次転写ローラー３７により転写され
る。その後、前記定着装置３８により用紙上に形成されたカラー像が溶融定着され、その
用紙は前記排紙部３９に排出される。
【００２８】
　このように構成された前記複合機Ｘでは、原稿データがモノクロ画像データ及びカラー
画像データが混在する混在原稿である場合、印刷時間が極力短くなるように前記モノクロ
印刷動作及び前記カラー印刷動作のいずれかが前記ＣＰＵ７１によって選択される。即ち
、原稿データがモノクロ画像データであっても、前記ＣＰＵ７１によって前記カラー印刷
動作が実行される場合がある。
　そのため、前記複合機Ｘでは、前記ＣＰＵ５１によって後述の画像形成処理が実行され
ることにより、原稿データがモノクロ画像データである場合には、前記モノクロ画像デー
タはＣＭＹのダミー画像データが付加されたカラー画像データに変換される。これにより
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、原稿データがモノクロ画像データである場合であっても前記エンジン制御部７には常に
カラー画像データが入力されることになる。
【００２９】
＜画像形成処理＞
　以下、図４及び図５を参照しつつ、前記複合機Ｘにおいて前記ＣＰＵ５１により実行さ
れる画像形成処理について説明する。なお、前記ＣＰＵ５１によって実行される処理手順
（ステップ）番号をステップＳ１、Ｓ２・・・という。
　前記画像形成処理は、例えば外部のパーソナルコンピューター等の情報処理装置から印
刷要求を受信した場合に、前記ＣＰＵ５１によって実行される。なお、前記印刷要求には
、原稿データとして、Ｋのみのモノクロ画像データ、又はＣＭＹＫ各々に対応する画像デ
ータを含むカラー画像データが含まれる。なお、前記ＣＰＵ５１は、前記複合機Ｘにおい
て、前記画像形成処理と共に、前記画像読取部１を用いたスキャン処理やファクシミリ送
信処理などの各種のジョブを並行して実行する。
【００３０】
（ステップＳ１）
　まず、ステップＳ１において、前記ＣＰＵ５１は、前記印刷要求に含まれた原稿データ
がモノクロ画像データであるか否かを判断する。ここで、原稿データがモノクロ画像デー
タであると判断すると（Ｓ１のＹｅｓ側）、前記ＣＰＵ５１は処理をステップＳ２に移行
させる。一方、原稿データがカラー画像データであると判断すると（Ｓ１のＮｏ側）、前
記ＣＰＵ５１は処理をステップＳ５に移行させる。なお、前記原稿データがモノクロ画像
データ及びカラー画像データが混在する混在原稿である場合には、前記モノクロ画像デー
タ各々についてのみ以下のステップＳ２～Ｓ４の処理が実行される。
【００３１】
（ステップＳ２）
　ステップＳ２において、前記ＣＰＵ５１は、前記モノクロ画像データの一部分に相当す
る予め定められた１バンド（処理単位量の一例）分のＣＭＹ各々のダミー画像データを前
記モノクロ画像データに付加し、前記モノクロ画像データをカラー画像データに変換する
。そして、前記ＣＰＵ５１は、前記カラー画像データを前記バス５０に出力して前記ＳＤ
ＲＡＭ５４に記録させる。なお、前記ダミー画像データは、全ての画素の濃度が０のデー
タである。ここに、係る処理を実行するときの前記ＣＰＵ５１が付加手段に相当し、係る
処理工程が付加工程に相当する。なお、前記ステップＳ２による処理は、ＡＳＩＣなどの
集積回路によって実行されるものであってもよく、この場合、その集積回路が付加手段に
相当する。
　また、前記回転処理部５６、前記ハーフトーン処理部５７、前記サイズカット処理部５
８、及び前記データ出力処理部６０がサブバンド単位でデータを処理する場合には、前記
モノクロ画像データに１サブバンド分又は１バンド分のダミー画像データを付加すればよ
い。さらに、前記回転処理部５６、前記ハーフトーン処理部５７、前記サイズカット処理
部５８、及び前記データ出力処理部６０各々が１ライン単位でデータを処理する場合には
、前記モノクロ画像データに１ライン分、１サブバンド分、又は１バンド分（処理単位量
の一例）のダミー画像データを付加すればよい。即ち、前記回転処理部５６、前記ハーフ
トーン処理部５７、及び前記サイズカット処理部５８などの画像処理手段は、前記ダミー
画像データのデータ量（処理単位量）以下のデータ量ごとに画像処理を施すものである。
【００３２】
（ステップＳ３）
　ステップＳ３において、前記ＣＰＵ５１は、前記モノクロ画像データに前記回転処理部
５７により回転処理を施す必要があるか否かを判断する。例えば、前記ＣＰＵ５１は、前
記モノクロ画像データに対応する原稿の向きと指定された印刷用紙の向きとが異なる場合
に前記回転処理を施す必要があると判断する。より具体的に、前記モノクロ画像データが
Ａ４横の画像データであって、指定された印刷用紙がＡ４縦である場合、前記ＣＰＵ５１
は、前記回転処理を施す必要があると判断する。
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　ここで、前記回転処理が必要であると判断すると（Ｓ３のＹｅｓ側）、前記ＣＰＵ５１
は処理をステップＳ４に移行させる。一方、前記回転処理が不要であると判断すると（Ｓ
３のＮｏ側）、前記ＣＰＵ５１は処理をステップＳ５に移行させる。
【００３３】
（ステップＳ４）
　次に、ステップＳ４において、前記ＣＰＵ５１は、前記ステップＳ２において生成され
た前記カラー画像データのうちＣＭＹ各々の前記ダミー画像データについては前記回転処
理部５７による回転処理の角度を０度に設定する。即ち、前記ＣＰＵ５１は、前記ダミー
画像データ各々の回転を無効に設定する。ここに、係る処理を実行するときの前記ＣＰＵ
５１が回転無効手段に相当する。そして、前記ＣＰＵ５１は、前記回転処理部５７に前記
回転処理の有無の設定内容を通知する。これにより、前記回転処理部５７では、Ｋの画像
データのみが９０度又は－９０度回転され、ＣＭＹ各々の前記ダミー画像データは回転さ
れないことになる。具体的に、前記回転処理部５７は、前記ダミー画像データが付加され
た前記カラー画像データのうちＫの画像データのみを前記ＳＤＲＡＭ５４から読み出し、
Ｋの画像データのみに対して回転処理を施して前記ＳＤＲＡＭ５４に記憶させる。また、
前記ＣＰＵ５１が、原稿データとして入力されたモノクロ画像データを前記回転処理部５
７に入力させて回転処理を実行させた後、前記モノクロ画像データ及び前記ダミー画像デ
ータを含むカラー画像データを前記ＳＤＲＡＭ５４に記憶させるものであることも考えら
れる。なお、前記回転処理部５７が、前記ＳＤＲＡＭ５４から前記カラー画像データを読
み出し、前記モノクロ画像データのみに対して回転処理を施し、前記ダミー画像データ各
々については回転処理を施さずに前記ＳＤＲＡＭ５４に再度記憶させることも考えられる
。
【００３４】
（ステップＳ５）
　そして、ステップＳ５において、前記ＣＰＵ５１は、前記複合機Ｘにおいて印刷動作を
開始させる。具体的に、前記ＣＰＵ５１は、前記回転処理部５７、前記ハーフトーン処理
部５８、及び前記サイズカット処理部５９を作動させることにより、前記ＳＤＲＡＭ５４
に記憶された前記カラー画像データ各々について各種の画像処理を実行させる。
　そして、前記ＣＰＵ５１は、前記エンジン制御部７の前記ＣＰＵ７１に前記原稿情報を
送信すると共に印刷動作の開始を通知する。これにより、前記ＣＰＵ７１は、前述したよ
うに前記原稿情報に基づいて前記カラー印刷動作及び前記モノクロ印刷動作のいずれかを
選択的に実行する。
【００３５】
　ここに、図５は原稿データがモノクロ画像データである場合の印刷動作の一例を説明す
るための図である。図５（Ａ）は前記カラー印刷動作、図５（Ｂ）は前記モノクロ印刷動
作が実行される場合における画像データの出力タイミングを示している。
【００３６】
　原稿データがモノクロ画像データであって、前記カラー印刷動作が実行される場合、前
記エンジン制御部７の前記ビデオデータ処理部７４は、ＣＭＹＫ各々の前記垂直同期信号
を予め設定された所定間隔だけずらして前記データ出力処理部６０に出力する。これによ
り、図５（Ａ）に示すように、前記データ出力処理部６０は、ＣＭＹＫ各々の画像データ
を前記垂直同期信号に従って、前記所定間隔ずれたタイミングで前記ＳＤＲＡＭ５４から
読み出して前記ビデオデータ処理部７４に出力する。ここで、前述したように、前記モノ
クロ画像データに付加されたＣＭＹ各々の前記ダミー画像データは１バンド分のデータで
ある。そのため、図５（Ａ）に示すように、前記カラー印刷動作では、一つの前記カラー
画像データに含まれたＫの画像データとＣＭＹ各々の前記ダミー画像データとの出力タイ
ミングが重ならない。なお、連続して前記カラー画像データが出力される場合には、Ｋの
画像データと次のＣＭＹ各々の前記ダミー画像データとの出力タイミングが重なる。しか
しながら、ＣＭＹ各々の前記ダミー画像データが１バンド分のデータのみであるため、前
記モノクロ画像データにＣＭＹ各々の１ページ分のダミー画像データを付加する場合（図
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７（Ａ）参照）に比べて前記前記バス５０の使用帯域を減少させることができる。
【００３７】
　また、原稿データがモノクロ画像データであって、前記モノクロ印刷動作が実行される
場合、前記エンジン制御部７の前記ビデオデータ処理部７４は、ＣＭＹ各々の前記垂直同
期信号を同時に前記データ出力処理部６０に出力し、所定時間経過後にＫの前記垂直同期
信号を前記データ出力処理部６０に出力する。これにより、図５（Ｂ）に示すように、前
記データ出力処理部６０は、ＣＭＹ各々の画像データを前記垂直同期信号に従って同時に
前記ビデオデータ処理部７４に出力し、前記所定時間経過後にＫの画像データを前記ビデ
オデータ処理部７４に出力する。ここで、前述したように、前記モノクロ画像データに付
加されたＣＭＹ各々の前記ダミー画像データは１バンド分のデータである。そのため、図
５（Ｂ）に示すように、前記モノクロ印刷動作では、最初の短期間の間にＣＭＹ各々の前
記ダミー画像データが出力され、その後はＫの画像データのみが出力される。従って、前
記モノクロ画像データにＣＭＹ各々の１ページ分のダミー画像データを付加する場合（図
７（Ｂ）参照）に比べて前記前記バス５０の使用帯域を減少させることができる。特に、
図５（Ｂ）では、ＣＭＹ各々の前記ダミー画像データに対してＫの画像データが前記所定
時間だけ遅れて出力されているため、ＣＭＹＫの全ての画像データの出力タイミングが重
なることがない。そのため、前記所定時間は、少なくともＣＭＹ各々の１バンド分の前記
ダミー画像データの出力に要する時間として予め設定された時間であることが望ましい。
なお、前記ビデオデータ処理部７４は、ＣＭＹＫの全ての画像データを同時にさせるため
の前記垂直同期信号を前記データ出力処理部６０に入力することも可能である。
　さらに、前述した画像形成処理（図３参照）では、前記モノクロ画像データが回転処理
を必要とする場合でもＣＭＹ各々の前記ダミー画像データについては回転処理が実行され
ない。そのため、前記ダミー画像データは前記データ出力処理部６０によって最初の短期
間で出力される。従って、前記ダミー画像データの出力による前記バス５０の帯域の使用
時間を短縮することができる。
【００３８】
　以上、説明したように、前記複合機Ｘによれば、前記ダミー画像データが１バンドのデ
ータのみであるため、前記バス５０を介して前記ダミー画像データを含む前記カラー画像
データが出力される際の前記バス５０の使用帯域を減少させることができる。従って、例
えば、前記モノクロ印刷動作と前記画像読取装置１を用いて原稿から画像データを読み取
るスキャン処理とを並行して実行する場合でも前記バス５０の帯域不足を防止することが
でき、バッファアンダーラン等のエラーの発生を防止することができる。
　特に、前記スキャン処理において、前記スキャン処理部５６により原稿がカラー原稿か
モノクロ原稿かを判定するＡＣＳ判定処理が実行される場合がある。このＡＣＳ判定処理
では、原稿から読み取られた画像データがＪＰＥＧ圧縮されて前記ＳＤＲＡＭ５４に記憶
される。そして、前記画像データが前記ＳＤＲＡＭ５４から読み出されてＡＣＳ判定が実
行され、再度ＪＰＥＧ圧縮されて前記ＳＤＲＡＭ５４に記憶されるため、前記ＡＣＳ判定
処理が実行される場合には前記スキャン処理によって前記バス５０の帯域が特に圧迫され
る。しかしながら、前記複合機Ｘでは、前記モノクロ印刷動作における前記バス５０の使
用帯域が削減されるため、前記モノクロ印刷動作と並行して前記ＡＣＳ判定処理を伴う前
記スキャン処理を正常に実行することが可能となる。
【００３９】
＜他の実施形態＞
　前記実施の形態では、モノクロ画像データが回転処理を要する場合に（Ｓ３のＹｅｓ側
）、ＣＭＹ各々のダミー画像データの回転角度が０度に設定される（Ｓ４）場合を例に挙
げて説明した。一方、前記ステップＳ３～Ｓ４の処理は省略することも考えられる。
　この場合、モノクロ画像データが回転処理を要する場合に、前記回転処理部５７により
ＣＭＹ各々のダミー画像データにも同様の回転処理が施される。ここに、図６は原稿デー
タがモノクロ画像データである場合の印刷動作の他の例を説明するための図である。図６
（Ａ）は前記カラー印刷動作、図６（Ｂ）は前記モノクロ印刷動作が実行される場合にお
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ける画像データの出力タイミングを示している。
　図６（Ａ）に示すように、ＣＭＹ各々の前記ダミー画像データに回転処理が施されると
、前記カラー印刷動作において、前記データ出力処理部６０から主走査方向の最初又は最
後で少しずつＣＭＹ各々の前記ダミー画像データが出力される。そのため、ＣＭＹＫ各々
の画像データが同時に出力されるタイミングが発生する。しかしながら、前記ダミー画像
データは１バンド分の画像データであるため、ＣＭＹＫ各々の画像データが同時に出力さ
れた場合でも、１ページ分のダミー画像データを付加する場合（図７（Ａ）参照）に比べ
て前記前記バス５０の使用帯域は減少する。
　また、同じく図６（Ｂ）に示すように、ＣＭＹ各々の前記ダミー画像データに回転処理
が施されると、前記モノクロ印刷動作においては、前記データ出力処理部６０から主走査
方向の最初又は最後で少しずつＣＭＹ各々の前記ダミー画像データが出力される。そのた
め、ＣＭＹＫ各々の画像データが同時に出力されるタイミングが長期間発生する。しかし
ながら、前記ダミー画像データは１バンド分の画像データであるため、ＣＭＹＫ各々の画
像データが同時に出力された場合でも、１ページ分のダミー画像データを付加する場合（
図７（Ｂ）参照）に比べて前記前記バス５０の使用帯域は減少する。
【符号の説明】
【００４０】
１　：画像読取部（画像読取手段の一例）
１１：コンタクトガラス
１２：読取ユニット
１２１：ＬＥＤ光源
１２２：ミラー
１３、１４：ミラー
１５：光学レンズ
１６：ＣＣＤ
２　：ＡＤＦ
２１：原稿セット部
２２：搬送ローラー
２３：原稿押さえ
２４：排紙部
３　：画像形成部（画像形成手段の一例）
３１～３４：画像形成ユニット
３５：ＬＳＵ
３６：中間転写ベルト
３７：二次転写装置
３８：定着装置
３９：排紙部
４　：給紙カセット
５　：メイン制御部
５１：ＣＰＵ
５２：ＲＯＭ
５３：ＲＡＭ
５４：ＳＤＲＡＭ（記憶手段の一例）
５５：メモリー制御部
５６：スキャン処理部
５７：回転処理部
５８：ハーフトーン処理部
５９：サイズカット処理部
６０：データ出力処理部
６　：操作表示部
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７　：エンジン制御部
７１：ＣＰＵ
７２：ＲＯＭ
７３：ＲＡＭ
７４：ビデオデータ処理部
Ｘ　：複写機（画像処理装置の一例）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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